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Sun Blade X6240 サーバーモジュール
ご使用にあたって

本書では、Sun Blade™ X6240 サーバーモジュールに関する最新情報と注意事項を説
明します。

本書では、次の項目について説明します。

■ 「一般的な情報」(2 ページ)

■ 「Sun Blade X6240 サーバーモジュール Tools & Drivers DVD」(3 ページ)

■ 「ファームウェアの最新のアップデート」(4 ページ)

■ 「ドキュメントの注意事項」(4 ページ)

■ 「ハードウェアと BIOS の注意事項」(6 ページ)

■ 「Sun Installation Assistant の注意事項」(7 ページ)

■ 「Integrated Lights Out Manager の注意事項」(7 ページ)

■ 「診断の注意事項」(11 ページ)

■ 「オペレーティングシステムの注意事項」(12 ページ)

■ 「Solaris の注意事項」(13 ページ)

■ 「Linux の注意事項」(13 ページ)

■ 「Windows の注意事項」(16 ページ)

■ 「Sun StorageTek RAID 拡張モジュール (REM) の注意事項」(17 ページ)

■ 「LSI RAID 拡張モジュール (REM) の注意事項」(17 ページ)
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一般的な情報

Sun Blade サーバーモジュールのサポート

Sun Blade X6240 サーバーモジュールのサポート情報は、次の Web サイトに公開さ
れています。

http://www.sun.com/servers/x64/x6240/support.xml

サポートされているオペレーティングシステム

次に、Sun Blade X6240 サーバーモジュールでサポートされているオペレーティング
システムの最低バージョンの一覧を示します。

■ Solaris 10 5/08

■ RHEL 4.6 32 ビット版/64 ビット版

■ RHEL 5.1 64 ビット版

■ SLES 9 SP4 64 ビット版

■ SLES 10 SP2 64 ビット版

■ VmWare ESX 3.5 U1

■ Windows 2003 Enterprise 32 ビット版/64 ビット版

■ Windows 2008 Enterprise 32 ビット版/64 ビット版

ドキュメント

Sun Blade X6240 サーバーモジュールのサポートドキュメントは次のとおりです。

■ 『Sun Blade X6240 サーバーモジュール設置マニュアル』(820-5247)

■ 『Sun Blade X6240 サーバーモジュールご使用にあたって』(820-5285)

■ 『Sun Blade X6240 Server Module Operating System Installation Guide (Sun Blade X6240 
サーバーモジュールオペレーティングシステムインストールガイド)』(820-3969)

■ 『Sun Blade X6240 サーバーモジュール Windows オペレーティングシステムイン
ストールガイド』(820-5280)

■ 『Sun Installation Assistant for Windows and Linux User's Guide (Windows および 
Linux 用 Sun Installation Assistant ユーザーズガイド)』(820-3357)
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■ 『Sun Blade X6240 サーバーモジュールご使用の手引き』(820-5300)

■ 『Sun Blade X6240 サーバーモジュール用 Sun Integrated Lights Out Manager 補足
ドキュメント』(820-5295)

■ 『Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 ユーザーズガイド』(820-2698)

■ 『Sun Blade X6240 Server Module Service Manual (Sun Blade X6240 サーバーモ
ジュールサービスマニュアル)』(820-3971)

■ 『Sun Blade X6240 Server Module Safety and Compliance Guide (Sun Blade X6240 サー
バーモジュール安全の手引き)』(820-4411)

上記およびその他の Sun Blade サーバーモジュール関連ドキュメントは、
http://docs.sun.com からダウンロードできます。

Sun Blade X6240 サーバーモジュール 
Tools & Drivers DVD
Sun Blade X6240 サーバーモジュールの Tools & Drivers DVD には、Sun Blade 
X6240 サーバーモジュール用のソフトウェアアプリケーションとユーティリティーが
収録されています。この節では、これらのアプリケーションとユーティリティーにつ
いて説明し、それぞれの実行手順が記載されている README テキストファイルの場
所を示します。

■ ILOM SP update (ILOM SP アップデート): SP ファームウェアのアップデートに
使用します。README テキストファイルは、<DVD ドライブ>:\remoteflash\
Firmware_Update.txt にあります (このユーティリティーは、1.0 リリースでは
使用できません)。

■ SP recovery utility (SP リカバリユーティリティー ): 破損した SP ファームウェア
の復旧に使用します。README テキストファイルは、<DVD ドライブ>:\
SPrecovery\SPrecovery.txt にあります (このユーティリティーは、1.0 リ
リースでは使用できません)。

■ Create a Windows 2003 OS Installation CD (Windows 2003 OS インストール 
CD の作成): Reburn CD (必要なすべてのドライバを収録した W2K3 CD) の作成に
使用します。README テキストファイルは、次の場所にあります。
<DVD ドライブ>:\utilities\reburn\readme.txt

注 – このユーティリティーは、Windows ベースのシステムでも、Linux/Solaris 
ベースのシステムでも実行できます。
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■ Windows Autorun menu (Windows 自動実行メニュー): Tools & Drivers DVD を 
X6240 の USB CD/DVD ドライブに 挿入するか、ILOM の RKVMS を使用してマ
ウントします。次に、次のいずれかの操作を実行します。

■ Windows サーバードライバのインストール

■ Windows Reburn CD の作成

■ sun.com および関連ドキュメントのリンクへのアクセス

■ Solaris/Linux post OS driver update (Solaris/Linux ポスト OS ドライバアップ
デート): Intel Ethernet ドライバと AST2000 ドライバをアップデートする際に使用
します (必要な場合)。install.sh スクリプトファイルは、次の場所にあります。
<DVD ドライブ>:\drivers\linux\red_hat\install.sh 
<DVD ドライブ>:\drivers\linux\suse\install.sh 
<DVD ドライブ>:\drivers\linux\sx86\install.sh.

ファームウェアの最新のアップデート
Sun Blade X6240 サーバーモジュールには、BIOS と Integrated Lights Out Manager 
ファームウェアの最新リリースが付属しています。

ドキュメントの注意事項
次の注意事項は、Sun Blade X6240 サーバーモジュールのドキュメントセットに関す
るものです。

■ 「プリインストールされている Windows Server 2003 オペレーティングシステムが
サポートされない」(4 ページ )

■ 「MegaRAID Storage Manager の変更」(5 ページ )

プリインストールされている Windows Server 2003 
オペレーティングシステムがサポートされない

『Sun Blade X6240 サーバーモジュール設置マニュアル』(820-5247) の第 4 章に記載の
ある、オプションでプリインストールされている Microsoft Windows Server 2003 R2 
オペレーティングシステムは、Sun Blade X6240 サーバーモジュールではサポートさ
れなくなりました。
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MegaRAID Storage Manager の変更
MegaRAID Storage Manager (MSM) プログラムでは、グラフィカルユーザーインタ
フェース (GUI) ツールを使用して、システムのコントローラ、物理ディスクドライブ
および仮想ディスクドライブを構成できます。使用している Sun Blade X6240 サー
バーモジュールが LSI RAID 拡張モジュール (REM) を搭載している場合は、MSM を
使用できます。

MegaRAID Storage Manager の詳細は、『x64 Servers Utilities Reference Manual (x64 
サーバーユーティリティーリファレンスマニュアル)』(820-1120) に記載されていま
す。このマニュアルは、次の Web サイトからダウンロードできます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.x6240

この節では、Sun Blade X6240 サーバーモジュールで MSM を使用する際のさまざま
な情報と手順について説明します。

Windows OS での MSM のインストール
■ 手順 2: MSM インストールパッケージは、Tools & Drivers CD の次の場所にあり

ます。\utilities\RAIDmgmt\LSI\windows

■ 手順 3: インストールアプリケーションの名前は、setup.exe という形式です。

MSM RAID 構成ウィザードの使用
■ 手順 1: メニューバーで「Operations (操作)」 > 「Configuration (構成)」 > 
「Config Wizard (構成ウィザード)」を選択して、RAID 構成ウィザードにアクセ
スします。

仮想ディスクのプロパティの変更

仮想ディスクのプロパティは変更できません。

ストレージ構成の保守管理
SAS IR システムでドライブを再構築する

■ 手順 2: 障害が発生したドライブを交換する際にサーバーをシャットダウンする必
要はありません。
 Sun Blade X6240 サーバーモジュールご使用にあたって 5



ハードウェアと BIOS の注意事項
次の注意事項は、Sun Blade X6240 サーバーモジュールのハードウェアと BIOS に関
するものです。

■ 「ILOM BIOS 設定の注意事項」(6 ページ)

■ 「ILOM IP アドレスが更新されない」(6 ページ)

ILOM BIOS 設定の注意事項
DHCP 割り当て IP アドレスを使用するように ILOM が設定されているときに DHCP 
サーバーがオフラインの場合は、DHCP サーバーがオンラインになるまで待ってか
らリブートを行ってください。リブート命令を発行したり、DHCP から静的 IP アド
レスに手動で変更したりすると、ゲートウェイと IP アドレスの不適切な設定が記録
されます。DHCP が復元されると、元の IP アドレスが割り当てられます。

対処方法

DHCP が復元されるまでサーバーをリブートしないでください。または、ILOM に
緊急にアクセスする必要がある場合は、端末をシリアルコンソールのネットワーク管
理ポートに接続し、手動で静的 IP アドレスを割り当ててください。

ILOM IP アドレスが更新されない

ILOM IP アドレスを BIOS の LAN 構成で変更した場合、ILOM IP アドレスは更新さ
れません。古い IP アドレスが表示されます。IP アドレスは、ILOM で変更すること
をお勧めします。

ILOM IP アドレスを BIOS で変更した場合は、LAN 構成画面をいったん終了してか
ら再び表示し、変更を確認してください。
6 Sun Blade X6240 サーバーモジュールご使用にあたって • 2008 年 8 月



Sun Installation Assistant の注意事項
Sun Installation Assistant (SIA) は、現時点では Sun Blade X6240 サーバーモジュー
ルで使用できません。

Integrated Lights Out Manager の
注意事項
次の注意事項は、Sun Blade X6240 サーバーモジュールの Integrated Lights Out 
Manager サービスに関するものです。

■ 「サポートされている最低バージョンのブラウザ」(8 ページ)

■ 「パスワードの文字数が制限を超えても警告が生成されない」(8 ページ)

■ 「Pc-Check を手動モードで実行すると、仮想フロッピーをマウント解除できない」
(8 ページ)

■ 「KVMS 認証機能がリモート認証メカニズムと連携しない」(9 ページ)

■ 「Solaris リモートコンソールセッションに Java プラグインが必要」(9 ページ)

■ 「サービスプロセッサが起動するまで 3 分かかることがある」(10 ページ)

■ 「サービスプロセッサの起動時にエラーメッセージが表示される」(10 ページ)

■ 「HDD ドライブの FRU データが impitool 経由で渡されない」(11 ページ)

■ 「impitool セッションの info all コマンドがエラーになる」(11 ページ)

ILOM の詳細は、『Sun Integrated Lights Out Manager ユーザーガイド』(820-2698) 
を参照してください。
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サポートされている最低バージョンのブラウザ 
表 1 に、Solaris および Linux オペレーティングシステムで、Sun Blade X6240 サー
バーモジュールの ILOM (Integrated Lights Out Manager) Web インタフェースを実
行できるブラウザの最低バージョンを示します。

パスワードの文字数が制限を超えても警告が
生成されない

ILOM Web インタフェースで 17 文字以上のパスワードを使用してもエラーや警告が
生成されません。

対処方法

この問題は、ILOM ファームウェアの今後のリリースで解決される予定です。

Pc-Check を手動モードで実行すると、
仮想フロッピーをマウント解除できない

Pc-Check を手動モードで実行しているときは、仮想フロッピーデバイスをマウント解
除できません。このため、システムをリブートするたびに Pc-Check が実行されます。

対処方法

1. /SP/diag を「disabled (無効)」に設定します。

2. システムの電源を切ります。

3. システムの電源を入れます。

表 1 ブラウザのバージョン番号

Solaris X86
RHEL 32 
ビット版

RHEL 64 
ビット版

SLES 32 
ビット版

SLES 64 
ビット版 Windows

Mozilla 1.7 1.7.12 1.7.13 1.7.8 1.7.13 N/A

Firefox  1.5.0.4  1.0.7 1.5.0.4 1.5.0.4 1.5.0.4 1.5.0.4

Internet 
Explorer

N/A N/A N/A N/A N/A 6
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KVMS 認証機能がリモート認証メカニズムと
連携しない

RADIUS、LDAP、Active Directory などのいずれのリモートユーザー認証メカニズ
ムを使用しても KVMS セッションのユーザー認証を実行できません。

対処方法

この問題は、ILOM ファームウェアの今後のリリースで解決される予定です。

Solaris リモートコンソールセッションに Java 
プラグインが必要

Solaris システムでリモートコンソールセッションを開始すると、javaRKVM.jnlp 
ファイルに関する指示を求めるメッセージが表示されます。その場合、次の 2 つのオ
プションがあります。

● root としてログインしている場合は、デフォルトのアプリケーションを使用して
このファイルを開きます。

または

● root ではなくユーザーとしてログインしている場合は、次の手順を実行します。

1. ファイルを保存するオプションを選択します。

2. javaRKVM.jnlp ファイルをダウンロードして手動で実行します。

ダウンロードマネージャにより、このファイルの場所が表示されます。

3. javaRKVM.jnlp ファイルを /tmp ディレクトリに移動します。

% mv /javaRKVM.JNLP の場所/javaRKVM.JNLP /tmp

javaRKVM.JNLP の場所には、javaRKVM.JNLP が保存されているディレクトリを
指定します。

4. 端末ウィンドウで次のコマンドを入力して、javaws アプリケーションの場所を検
索します。

% which javaws
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5. 端末ウィンドウから次のコマンドを実行します。

% /javaws の場所/javaws /tmp/javaRKVM.JNLP

javaws の場所には、javaws が保存されているディレクトリを指定します。

例:

javaws アプリケーションを /usr/bin ディレクトリから実行する場合、次のよ
うに入力します。

% /usr/bin/javaws /tmp/javaRKVM.JNLP

これで、リモートコンソールセッションが開きます。

リモートコンソールウィンドウを閉じると、/tmp/javaRKVM.jnlp が削除されます。

サービスプロセッサが起動するまで 3 分かかる
ことがある

サーバーブレードを挿入したり、サービスプロセッサ (SP) をリセットしたりすると、
SP は起動するまでにもっとも遅い場合は 3 分もかかってしまうことがあります。こ
の間、SP は機能しません。

サービスプロセッサの起動時にエラーメッセージ
が表示される

サービスプロセッサ (SP) の起動時に、次のエラーメッセージが表示される場合があ
ります。

Mike driver.
insmod: cannot insert 
‘/lib/modules/2.6.15.4/misc/mtd_mike/mike.ko’: No such device 
(-1): No such device
modprobe: failed to load module mike

この問題は現在調査中です。このメッセージは無視してかまいません。
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HDD ドライブの FRU データが impitool 経由
で渡されない
HDD ドライブの FRU データは、impitool 経由で渡されません。たとえば、次のエ
ラーメッセージが表示されます。

FRU Device Description : HDD0 (ID 24)
Device not present (Requested sensor, data, or record not found)

FRU Device Description : HDD1 (ID 25)
Device not present (Requested sensor, data, or record not found)

対処方法

この問題は、ILOM/BIOS の今後のリリースで解決される予定です。

impitool セッションの info all コマンドが
エラーになる
impitool セッションの info all コマンドはエラーになります。たとえば、次のエ
ラーメッセージが表示されます。

impitool -H 129.148.53.83 -U root -P changeme session info all

Get session Info command failed

対処方法

この問題は、ILOM/BIOS の今後のリリースで解決される予定です。

診断の注意事項
次の注意事項は、Pc-Check 診断ソフトウェアバージョン 6.20 に関するものです。

この節では、次の注意事項について説明します。

■ 「ハードディスク情報が不明になる」(12 ページ)

■ 「シリアルポートのテストが失敗する」(12 ページ)
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ハードディスク情報が不明になる
Pc-Check でハードディスクの診断を実行すると、ハードディスク情報、ハードディ
スクのファームウェア、およびシリアル番号が不明と表示されます。

シリアルポートのテストが失敗する

Pc-Check では、RJ-45 シリアルポートコネクタをサポートしていないため、シリアル
ポートのテストが失敗します。

オペレーティングシステムの注意事項
この節では、次の項目について説明します。

■ 「Solaris の注意事項」(13 ページ)

■ 「起動時に警告メッセージが表示されることがある」(13 ページ)

■ 「Linux の注意事項」(13 ページ)

■ 「Red Hat 5.1 で報告される USB デバイスエラー」(13 ページ)

■ 「PCI-E 拡張モジュール (PEM) をホットプラグ接続できない」(14 ページ)

■ 「PCI BIOS エラーメッセージが表示されることがある」(14 ページ)

■ 「IGB エラーメッセージが表示されることがある」(14 ページ)

■ 「SLES 9 SP4 がインストールまたは起動中にハングする」(15 ページ)

■ 「SLES 10 OS の dmesg でエラーメッセージが表示されることがある」(15 ページ)

■ 「Windows の注意事項」(16 ページ)

■ 「Windows Autorun によってドライバがインストールされない」(16 ページ)

■ 「Windows のデバイスマネージャに黄色の疑問符が表示されることがある」
(16 ページ)

サポートされているオペレーティングシステムの最低バージョンについては、「サ
ポートされているオペレーティングシステム」(2 ページ) を参照してください。
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Solaris の注意事項

注 – Sun Blade X6240 には、Solaris OS がプリインストールされています。この OS 
は、デフォルトでシリアルコンソール接続 (ttya) を介してリダイレクトされるように
設定されています。これをローカルモニター /キーボードに変更するには、起動時に 
GRUB メニューを使用して VGA オプションを選択します。

起動時に警告メッセージが表示されることがある

コンパクトフラッシュデバイスを使用しているときは、Solaris の起動時に次の警告
メッセージが表示される場合があります。

WARNING: /pci@0,0/pci-ide@4/ide@0 unable to enable write cache 
targ=0

このメッセージは無視してかまいません。

Linux の注意事項

次の注意事項は、サポートされている Red Hat または SUSE オペレーティングシス
テムを実行している Sun Blade X6240 サーバーモジュールに関するものです。

Red Hat 5.1 で報告される USB デバイスエラー

Sun Blade X6240 サーバーモジュールの USB ポートに USB デバイスを差し込むと、
次のエラーが生成されます。

usb 1-2; device not accepting address 2, error -71

これは、Red Hat Linux の問題です。

対処方法

現在のインストールで、新しい initrd.img ファイルを手動で作成する必要があり
ます。

1. 端末ウィンドウを開きます。

2. /boot ディレクトリに移動します。

cd /boot
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3. 次のコマンドを入力して、initrd.img ファイルの名前を変更します。

mv initrd-<バージョン>.img initrd-<バージョン>.img.save

4. 次のコマンドの入力して、新しい initrd.img ファイルを作成します。

mkinitrd initrd-<バージョン>.img <uname - r>

5. 変更を有効にするために、サーバーモジュールをリブートします。

PCI-E 拡張モジュール (PEM) をホットプラグ接続できない

デフォルトでは、「acpiphp」モジュールはカーネルに読み込まれません。

対処方法

1. 端末ウィンドウを開きます。

2. 次のコマンドを入力します。

modprobe acpiphp

3. いずれかのスロットに PEM を挿入し、Attn ボタンを押します。

PEM が使用できるようになると、OK LED が緑になります。

PCI BIOS エラーメッセージが表示されることがある

RHEL 5.1 で dmesg コマンドを実行すると、次のエラーメッセージが表示される場合
があります。

PCI: BIOS Bug: MCFG area at e0000000 is not E820-reserved
PCI: Not using MMCONFIG.

このメッセージは無視してかまいません。

IGB エラーメッセージが表示されることがある

dmesg で次の IGB エラーメッセージが表示される場合があります。

igb: 0000:84:00.1: igb_set_interrupt_capability: Failed to 
initialize MSI-X interrupts.
Failing back to MSI interrupts.
igb: 0000:84:00.1: igb_set_interrupt_capability: Failed to 
initialize MSI interrupts.
Failing back to legacy interrupts.

内蔵 Intel 82575EB ネットワークインタフェースカード (NIC) は共に機能していま
す。このメッセージは無視してかまいません。この問題は現在調査中です。
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SLES 9 SP4 がインストールまたは起動中にハングする

4 GB 以上の RAM を搭載しているシステムでは、SLES 9 SP4 がインストールまたは
起動中にハングします。クアドコア AMD Opteron プロセッサと 4 GB 以上の RAM 
を搭載しているシステムでは、SLES9 SP 4 (カーネル 2.6.5-7.308) は正常にインストー
ルされますが、インストール後の最初の起動時にシステムがハングします。

対処方法

この問題は、次の手順によって解決できます。

1. 一時的にメモリーを 4 GB 未満に制限します。

これを行うには、RAM を実際に取り外して、4 GB 未満にします。
または、ブートパラメータを使用して、SLES が使用するメモリーを制限することも
できます。ブートパラメータは mem=nnnn で、nnnn を 4000 未満の数値にします。

2. バージョン 2.6.5-7.311 以上への最新のカーネルアップデートをインストールします。

システムのインストール時に上の方法を使用してメモリーを制限すると、カーネ
ルをアップデートしてフル容量のメモリーを使用できるようになります。
このカーネルアップデートとアップデートのダウンロード方法については、
http://support.novell.com/techcenter/psdb/436375e56cfcb119e5e4
2c29cf234297.html を参照してください。

SLES 10 OS の dmesg でエラーメッセージが表示される
ことがある 
SLES 10 SP2 64 ビット版 OS の dmesg を実行すると、次のエラーメッセージが表示
される場合があります。

Evaluate _OSC Set fails.Status = 0x0005 aer_init: AER service init 
fails - No ACPI_OSC support aer: probe of 0000:00:0a.0:pcie01 
failed with error 1

対処方法

この問題は現在調査中です。
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Windows の注意事項

Windows Autorun によってドライバがインストール
されない

Windows Autorun によってドライバがインストールされないことがあります。これ
は、Windows ユーザーアカウント制御がオンに設定されている場合です。

対処方法

1. Windows ユーザーアカウント制御をオフにします。

2. システムをリブートして、変更を有効にします。

3. Windows Autorun を実行してドライバをインストールします。

Windows のデバイスマネージャに黄色の疑問符が
表示されることがある

Windows のデバイスマネージャに黄色の疑問符が表示されたときは、次のデバイス
のドライバがインストールされていない可能性があります。

■ Sun Blade ストレージ SCSI 格納装置デバイス

■ Sun NEM Plus SCSI 格納装置デバイス

対処方法

Windows Update を実行して、必要なドライバをインストールします。
16 Sun Blade X6240 サーバーモジュールご使用にあたって • 2008 年 8 月



Sun StorageTek RAID 拡張モジュール 
(REM) の注意事項

StorageTek BIOS セットアップユーティリティー
を使用する

StorageTek SAS コントローラに接続されたハードディスクドライブをオペレーティ
ングシステムで使用できるようにするには、まず StorageTek BIOS セットアップユー
ティリティーを使用してドライブを初期化し、アレイを作成する必要があります。
StorageTek BIOS セットアップユーティリティーにアクセスするには、サーバーブ
レードの P.O.S.T 中に Ctrl + A キーを押します。

LSI RAID 拡張モジュール (REM) の
注意事項

ミラー RAID 構成にアップグレードするときは、
ハードディスクドライブの特別な空き領域が必要

ミラー RAID 構成にアップグレードする場合は、ハードディスクドライブの最後に
パーティション分けされていない 100 MB の空き領域が必要です。

データのマージをサポートするアップグレードパス

データのマージをサポートするアップグレードパスは、シングルディスクからミラーへ
のアップグレードだけです。これは LSI カードの制限です。シングルディスクから IME 
(Integrated Mirror Extension) または IMS (Integrated Mirror Stripe) にアップグレードす
ると、データと OS が失われるため、再インストールと復元が必要になります。
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